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１ )対象者のさまざまな経験  
本研究で抽出された４つのカテゴリーは、研
究対象者がメンターであると認知された経験













































































































































【自己成長の認識】 [病棟と OP室の経験を強みとしている] 
[自らの経験から導き出されたことを指導に活かす] 
[指導のスタンスが確立されてきたと実感している] 
【指導における関わり方】 
メンタリングの機能と尺度 
〈第Ⅰ因子：キャリア機能〉 
〈第Ⅱ因子：情緒的機能〉 
〈第Ⅲ因子：管理者的行動機能〉 
〈第Ⅳ因子：受容・承認機能〉 
小野ら１)のメンタリング機能と尺度よ
り 
Ⅱ．[自らの経験を語ることで、相手を前向きに方向付けする] 
Ⅱ．[声をかけやすい間柄を自ら形成する] 
Ⅲ．[見守りながら、相手の背中を後押しする関わり] 
Ⅲ．[患者に対する向きあい方を伝える] 
Ⅲ．[役割モデルとして見本を見せる] 
Ⅲ．[How toではなく、きちんと意味を考えさせる関わり] 
Ⅲ．[一回一回の振り返りを大事にしている] 
Ⅳ．[相手の能力・性格に合わせた関わり] 
Ⅳ．[相手の自主性を伸ばす関わり] 
Ⅳ．[自分の価値観を押し付けない] 
 
